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１．研究計画の概要 

アリュートル語はチュクチ・カムチャッ

カ語族に属し、ロシア連邦カムチャッカ半

島の北部に位置するコリヤーク自治管区で

話されている言語である。話者人口は 200
人から 300 人程度と見られており、主な話

し手は 50 代以上の世代で、すでに子供には

ほとんど継承されていない消滅の危機に瀕

した言語である。本研究は消滅の危機に瀕

したアリュートル語の音声資料をテキスト

化してデータベースを構築し、言語学者だ

けでなく、この言語の話し手やこれからこ

の言語を学ぼうとする彼らの子孫によって

も利用されうるような形で整理・公開する

ことを目的とする。 
本研究では、研究代表者がこれまで収集

した音声資料に加え、ロシア人の文化人類

学者マリュコービチ氏が 1960 年代から 80
年代にかけてアリュートル語カラガ方言を

中心に収集した音声資料の整理・分析をす

すめてテキストデータベース化する。 
 
２．研究の進捗状況 
これまでに、研究計画にしたがい、3度の国

内出張および3度の国外出張(ロシア、カムチ
ャッカ地方)を行なった。 

国内出張では、他言語でテキスト資料のデ
ータベース化をおこなっている国内の研究者
と打ち合わせを行なった。また国外出張では
旧ソ連期に収集された文献資料および音声資
料のデジタル複製を行ない、資料の分析作業
を進めている。さらに、文法にかんする聞き
取り調査をするとともに、既存資料の分析お
よび新な民話資料(音声・映像)の収集・文字

化をおこなっている。新に収集した資料およ
び過去に収集した資料はすべてデジタル化し
、ほかの研究者およびこの言語の話し手と共
有しうるようにデータベース化を進めている
。 

 
３．現在までの達成度 
当初の計画どおりに進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 引き続き海外調査により既存資料の文
字化と分析を進め、注釈つきテキスト資料と
して順次公開する。オンラインで公開する際
には海外の研究者も利用しうるようにロシ
ア語訳および英語訳をつける。 
 
(2) 分析した資料の一部をテキスト集とし
て出版し、この言語が話されている共同体に
配布し、研究成果の還元をめざす。 
 
(3) 引き続き整理・分析した資料をもとにこ
の言語の記述研究を進め、研究成果を国際学
会および学術雑誌で発表する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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